
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡＬホノルルマラソンは、アメリカ合衆国において行われるマラソンレースの中でも、ニュー

ヨークシティマラソン、ボストンマラソン、シカゴマラソンと並ぶ「全米４大マラソン大会」の

一つであり、全世界を通じても参加人数的にかなり大規模なマラソンレースです。 

満７歳以上であれば誰でも参加でき、時間制限もないため、「世界一の市民マラソン」とも呼ばれ

ており、日本では多くの芸能人も参加していることで有名なマラソンレースです。 

当施設の別府亮一理事長が、このたび「ホノルルマラソン２０１０」に参加され、42.195km を完

走されました。 

フルマラソンは初挑戦ということでしたが、見事完走され、先日帰国されましたので、早速お話

をお伺いしました。 

 

別府理事長「12/12（日）午前５時（日本時間 12/13（月）午前０時）、３万人あまりのランナーが、

まだ薄暗いアラモアナ公園をスタートしました。ランナー達の足音と共に朝日が昇り、

ホノルルの街を照らしていました。順調に走りすすめていましたが、午前９時を回る

と気温が急上昇し、２８度にまでなりました。それからは暑さと、そして己との戦い

でした。国籍など関係なく、一緒に走っているランナー達と励ましあいながらゴール

を目指し、歩を進めました。 

途中、苦しいところもありましたが、周りの人たちにも助けられ、７時間３８分２４

秒というタイムでゴールすることが出来ました。 

この大会では、何よりも“やりきった！”という達成感を得ることができました。」 

 

別府理事長のホノルルマラソンへの挑戦についてインタビューさせていただきました。 



ホノルルマラソンに参加しようと思われたきっかけを教えてください。 

会長「２年前からウォーキングを始め、20km～30km という長距離も歩いてきましたが、マラソ

ンには挑戦したことがなかったので、最後まで諦めずにやり切れるか･･･自分への挑戦だっ

たと思います。」 

なぜホノルルマラソンを選ばれたのですか？国内のマラソンレースもあったと思いますが。 

会長「初めてのマラソンでホノルルマラソンを走るなんて、過酷な挑戦だったかもしれません。い

や過酷な挑戦だったからこそ挑んだといえます。土地勘のない海外で、言葉も通じなければ

途中で逃げることも出来ない。国内のレースでは逃げ出してしまいそうな自分がいました。

だから敢えて逃げ道を塞いで自分を追い込むことが出来るホノルルを選びました。」 

参加を決断してからのトレーニング期間は？また、どのようなトレーニングをされましたか？ 

会長「１年前に参加を決断し、日課となっていた毎日 5km のウォーキングに加え、ジョギングも

トレーニングに加えました。仕事の合間をぬって週末はウォーキングの大会に参加し、ウォ

ーキングとジョギングを交互に行い、30km を完走するなど、ホノルルマラソンに向けて身

体を鍛えました。夏には体重が１日で 3kg も減少するほど過酷なトレーニングでした。」 

トレーニング以外で、参加に向けて気をつけたことなどがあれば教えてください。 

会長「トレーニング以外では･･･禁酒をしました。大会前には体重をさらに 4kg 絞り、ウエイトコ

ントロールしました。完走した今では、アルコール解禁！飲みまくっています。 

ホノルルマラソンへの参加について、周囲の反応はいかがでしたか？ 

会長「家族には反対されました。妻には“いい歳してやめたら？”と言われたし、娘には“心臓止

まらないようにね（笑）”なんて。反対されてもやめる気はなかったけど。 

スタートラインに立ったとき、どんなお気持ちでしたか？ 

会長「初めてのマラソンレースだったので、すごく緊張しました。３万人が走る大舞台に立つとい

う緊張は大きかったけど、“とにかくやるしかない！”と逆に覚悟は決められたかな。」 

途中で心が折れそうになれませんでしたか？また、その時に会長のお気持ちを奮い立たせ、ゴー

ルへと向かわせたものは何でしたか？ 

会長「“もうやめよう･･･”何度かそう思った。だけど帰るに帰れない。やめるなんて出来ない。そ

んな中で自分を励ましてくれたのは、同じレースを戦うランナー達でした。ホノルルマラソ

ン完走という同じ目的を持った仲間として、言葉は通じなくても互いに励ましあっていた。

まさに“国境を越えた”と言えるんじゃないかな。“終わったら美味しいビールを飲むぞ！”

とか、楽しいことばかりを思い浮かべるようにして、自分を奮い立たせて、重い足を前へ前

へと運びました。」 

ゴールした瞬間のお気持ちを一言でおっしゃると？ 

会長「“やったー！できたぞ！”という達成感、まずはそれだったかな。自分に出来るのだろうか？

完走できないんじゃないか？という不安が、ゴールした瞬間に大きな達成感に変わった。」 

帰国されてから、ご自身のお気持ちに変化はありましたか？ 

会長「やれば出来る。頑張れば困難も必ず乗り切れるんだという自信につながりました。このレー

スは身体だけでなく精神的にも自分自身を大きく成長させてくれました。現在、高齢者専用

賃貸住宅の建設に向けて準備を進めているが、これに対してもやり切れるという自信が出て

きました。」 

このマラソンを完走されて、皆に伝えたいことはありますか？ 

会長「何事に対しても目標をもち、そしてそれを目指してほしい。５４歳の私でも、42.195km を

走りきることが出来たのだから、若い君たちに出来ないことはない。やり切れるという強い

思いをもって、前に進んでほしい」 


